
 

 

 

 

 

 

 

 

 

このたび、オホーツク教育局は、教育局独自事業「教員育成産官学連携プロジェクト（SKG プロジェクト）」

をスタートさせました。今号では、その取組についてお知らせします。 
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地域と学校の連携推進だより 
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教員育成 産官学連携プロジェクト 
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教育局がパイプ役となって、学校・企業・行政等をつなぐ研修事業等の企画・運営し、オホーツク地域の

子どもたちの成長を支える人材を育成します！ 

 

中・高校教諭、義務教育学校教諭 

※初任段階教諭及び進路担当教員 

～プロジェクトの目的～ 

地域コーディネーター・教育委員
会職員等 ※地域連携担当職員  

～参加対象①～ ～参加対象②～ 
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このプロジェクトは、オンラインによる開催で全６回計画しており、７月２３日（火）に実施した第２回目は、 

「社会（企業）に学ぶ」をテーマに、民間企業や行政から社会のリアルを学び、正しい職業観を身に付けること

を目的に行いました。 

          ～ZOOM による交流～              ～運営側の様子～ 

 

 

 

 

 

 

【当日の参加企業】                【アンケート協力企業】 

  企業名 

1 株式会社 林鉄工 様 

2 株式会社 北見教材厚生部 様 

3 株式会社 渡辺組 様 

4 株式会社ヤマイチ水産 様 

5 株式会社しめまる 様 

6 日東建設株式会社 様 

7 東横 INN オホーツク･網走駅前 様 

 

＜学校からの質問に対する企業側の回答（一部）＞ 

Ｑ どのような人材を求めているか。学校で何を学んでおいてほしいか。 

Ａ 粘り強く探究心を持って働ける人材、社会人における公共心を育成してほしい。 

 

 

～参加者より～                     ～参加企業より～ 

 

 

 

 

～運営より～ 

 

 

 

 

 

 

       

第３回 SKG プロジェクト「社会に学ぶ②」 

日時：令和６年９月１０日（火）１３時３０分～１４時３０分 

  企業名 

8 株式会社北香 様 

9 株式会社丸田組 様 
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こ
次回の予定 

参加者・企業からの感想 

様々な企業の話を聞く機会

は貴重でした。企業側から

見た生徒像を知ることがで

きて大変良かったです。 

地元の企業人として、 

先生方や生徒の地元就職に

対する思いを知ることがで

きて、勉強になった。 

参加者、企業の皆様からいただいたアンケートでは、「もっと企業と交流する時間がほし

かった」、「校種毎に分かれた方がより深くお互いの話をできるのでは」、「進路実現に向

けた取組、企業の若手研修などにおける具体的な取組を聞きたい」などの声を寄せても

らいました。 

次回の研修会では、皆様のニーズに寄り添った形にできるよう準備して参ります。 
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第２回 社会に学ぶ① 
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